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「水道管向け塗料に関する不適切な行為への対応に関する要望書」を 

公益社団法人日本水道協会に対して提出しました 

 

 

大阪広域水道企業団は、利用者に安全で安心できる水道水をお届けする責任を有す

る水道事業者等として、神東塗料株式会社が行った水道管向け塗料の（公社）日本水

道協会品質認証の不正取得事案に係る原因の究明及び再発防止に向けた品質認証業

務の検討等に当たり、次の事項について十分留意し適切に対応されるよう、令和４年

３月10日に２で示す水道事業者等と共同で同協会に要望書を提出しました。 

 

 

１ 要望内容 

○不適切な塗料の認証を未然に防止することができなかった原因の徹底究明 

○不適切な塗料の認証が二度と行われることがないようにする実効性のある再発

防止策の速やかな実施 

○水道水の利用者に対する説明責任を果たすために必要となる情報の迅速・適切

な提供 

 

 

 

２ 共同提出事業者 

大阪市水道局 

堺市上下水道局 

京都市上下水道局 

神戸市水道局 

阪神水道企業団 

大阪広域水道企業団 
事業管理部技術管理課（技術管理グループ） 

電 話 06-6944-6869（直通） 
ＦＡＸ 06-6944-6874 



 

 

 

３ これまでの本企業団の対応 

本事案発覚後、水質に異常がないこと、水道水による健康被害に関するお客さ

まからのお問合せがないことを確認するとともに、工事については、当該水道管

の安全性が確認されるまでの間、工事を原則停止しました。 

その後、使用塗料の衛生性に問題がないことが確認され、これまでどおり安全

に使用できるとされた水道管を用いる工事については、順次、再開しています。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

水道管向け塗料に関する 
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大 阪 市 水 道 局 

堺 市 上 下 水 道 局 

大阪広域水道企業団 

京都市上下水道局 

神 戸 市 水 道 局 

阪 神 水 道 企 業 団 

 

令和４年３月１０日 

 

  



今般明らかになった、神東塗料株式会社の不適切行為による水道管向け塗料

の貴協会品質認証の不正取得事案（以下、「本件事案」という。）については、水

道水の安全に対する信頼を損なうとともに、喫緊の課題である管路更新の推進

にも影響を与えるものであり、あってはならない由々しき問題です。私ども水道

事業者及び水道用水供給事業者（以下、「水道事業者等」という。）は、こうした

不適切行為に基づく塗料が貴協会の認証品として広く普及していたという事態

に大きな衝撃を受けるとともに深く憂慮しており、二度とこうした事態が生じ

ることのないよう、万全の対策が速やかに講じられる必要があると考えていま

す。 

 また、貴協会におかれましても、本件事案については、貴協会が運営されてい

る認証制度に対する社会的信頼を揺るがしかねない極めて重大な事態であると

受け止めておられることと思料いたします。 

 貴協会におかれましては、原因の究明及び再発防止に向けた品質認証業務の

検討等を行っていくこととされており、私ども水道事業者等として、大いに期待

するとともに、その内容及び結果について、重大な関心を持っているところです。 

 つきましては、利用者に安全で安心できる水道水をお届けする責任を有する

水道事業者等として、貴協会が実施される原因の究明及び再発防止に向けた品

質認証業務の検討等に当たって、次の事項について十分に御留意いただき適切

に対応されるよう要望いたします。 

 

 

記 

 

 

１．不適切な塗料の認証を未然に防止することができなかった原因の徹底究明 

 

本件事案については、貴協会が認証に当たって関係法令や内部規定に則り

適正に検査等をされてこられたところであり、不適切行為を行った神東塗料

株式会社の責任が厳しく追及されるべきであることは当然であるが、品質認

証制度の信頼性を確保･向上していくためには、今後もこうした不適切行為に

よる認証の不正取得が行われる可能性があることを前提に、不適切行為が行

われた場合であっても、貴協会において認証の付与を未然に防止する仕組み

の構築が求められると考えられる。 

 本件事案の原因究明に当たっては、不適切行為に至った原因だけでなく、不

正取得を未然に防止できなかった原因について徹底的に究明すること。 

 



２．不適切な塗料の認証が二度と行われることがないようにする実効性のある

再発防止策の速やかな実施 

 

再発防止策の検討に当たっては、１．に記載した観点から究明した原因を

踏まえ、今後もこうした不適切行為による認証の不正取得が行われる可能

性があることを前提に、不適切行為による申請に対する貴協会の認証が二

度と行われることがないよう実効性のある方策を検討し、速やかに実施す

ること。 

  なお、貴協会による対応だけでは限界があり、不適切行為自体を抑止する

ことが必要とされる場合には、水道水の安全性は、人体へ影響する極めて重

要なものであり、確実に担保される必要があることから、法的な規制等の行

政上の対応を求めることも含めた実効性のある対応策を検討し、速やかに

実施すること。 

 

 

３．水道水の利用者に対する説明責任を果たすために必要となる情報の迅速・

適切な提供 

 

私ども水道事業者等は、貴協会による品質認証を受けた製品のエンドユ

ーザーとして、利用者に安全で安心できる水道水を供給する責任を負って

おり、本件事案についての利用者の不安に応える必要がある。 

このため、水道事業者等が水道水の利用者に対する説明責任を着実かつ

的確に果たすことができるよう、水道事業者等の求めに応じて、本件事案に

係る安全性に関する情報や原因究明・再発防止策の検討に関する情報を迅

速・適切に提供すること。 

 

 

以上 

 


